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オープン標準との統合に取り組む

　ここでは、なぜロゼッタネットが、こうした

オープンフレームワークを採用するに至った経

緯を紹介する。ロゼッタネットが今導入を検討

しているのが、オープン標準としてのebXML

やウェブサービスといったメッセージング技術

フレームワークである。ここでは、その導入の

背景や目的について解説する。

　これまでロゼッタネットを導入した企業

は、RNIF（RosettaNet Implementation 

Framework）と呼ばれるロゼッタネット独自

開発によるメッセージング・フレームワークを

利用してきた。

　ところが、file17の通り、IT業界では、eb 

XMLやウェブサービスといったIT業界各社が

大同団結して開発しているオープンなメッセー

ジング技術の標準化が進んでいる。企業が電

子商取引やサプライチェーンといったB2Bソ

リューションの実現において企業アプリケー

ション同士の連携を行う際には、こうしたオー

プンなメッセージング・フレームワークの利用

を、IT業界では強く推奨している。

　こうしたなか、ロゼッタネットもIT業界の動

向に合わせる形で、独自仕様のRNIFの新たな

開発をやめ、代わりにオープン標準を採用しよ

うとしている。そのメリットを大きくまとめる

と次のようになる。

　①ロゼッタネットの強みは、電子商取引企業

間の合理的なビジネスプロセスの構築と、交換

されるXMLベースのビジネス文書、およびそ

のベースとなる辞書の標準化にある。メッセー

ジングの技術そのものは、業界標準的な最新の

技術を採用することで、最も重要なコア技術へ

の投資を高めることができる。

　②インターネットを利用するメッセージング

技術は日進月歩で進化しており、ロゼッタネッ

ト標準を巧みにパッケージングして、いつでも

最新のメッセージング技術を採用できるように

しておくのが理想的である。

　③ebXMLやウェブサービスといった標準を

活用して、サービス指向アーキテクチャ（SOA）

をベースとした新たなロゼッタネット・サービ

スモデルとロゼッタネット統合アーキテクチャ

を開発し、これまで費用的に導入が難しかった

中小企業などにも、ロゼッタネット標準の採用

と実装をより容易にする取り組みが開始されて

いる。

　ロゼッタネットは、こうしたメッセージン

グ技術フレームワーク以外にも、コンテンツに

関わる様々なタクソノミー（分類コード類）の

採用を含めて、独自仕様からオープン標準への

切り替えを行う「コンバージェンス（収れん）

プログラム」と呼ばれる活動を展開している。

（HTTP、SMTP、UDP TCP／IP etc.）

コンバージェンスプログラムへの取り組み

ロゼッタネット標準とオープン標準メッセージング技術フレームワークを統合する

ロゼッタネット・ビジネス・プロセス
及びビジネス文書仕様（ＰＩＰ）

コレオグラフィー（振り付け）

ロゼッタネット仕様

ebXML仕様
　or
ウェブサービス仕様

レジストリ・リポジトリ

インターフェイス定義

セキュリティとアイデンティティ管理

高信頼性メッセージング（ＳＯＡＰ拡張）

XML、XML Schema

Transport（HTTP,SMTP,UDP TCP/IP etc.）
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